
令和６年９月 25日 

置 賜 総 合 支 庁 

～障がい者も源流の森を楽しんで！～ 

「障がい者森林体験事業 in源流の森」の実施について 

 標記事業を下記のとおり実施しますので、当日の取材についてよろしくお願いします。 

 

記 

１ 事業の目的 

障がいがあっても、安心して置賜の森林を散策し、森林の素晴らしさを体感できるこ

とを広く普及するとともに、森林の利活用促進を図るため、障がい者の森林体験事業を

実施する。 

 

２ 事業の特徴 

 ①源流の森の「障がいのある方のための森林体験プログラム」を活用 

②「障がい者森林活動案内ボランティア※」の協力を得て実施 
※障がい者が安全に楽しく森林体験ができるよう、置賜総合支庁主催の介助案内研修を受講し、 
障がい者森林体験事業に協力いただいている方々 

③源流の森インタープリターの協力も得て実施 

※なお、障がい者の森林体験事業は平成 19年度から実施しており、コロナ禍による中断を経て、
令和５年度から再開している。 

 

３ 事業の概要 

期 日 令和６年 10月２日（水）10:15～12:00 

場 所 源流の森（飯豊町須郷） ※集合場所：源流の森センター 

日 程 ９：45～10：15 受付 

10：15～10：30 集合、開会行事 

10：30～11：40 ①森林散策、又は、②クラフト・陶芸体験 

                         ※雨天時は②のみ実施 

11：40～11：50 アルプホルンの演奏鑑賞 

11：50～12：00 閉会行事、解散 

協力者 白壁 洋子 氏（障がい者森林活動案内ボランティア） 

二宮  享 氏（障がい者森林活動案内ボランティア） 

平間みゆき 氏（ピアカウンセラー） 

       源流の森インタープリター ５名程度 

参加者 置賜管内の障がい者支援施設の利用者 10名程度 
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